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参加者：１４名（うち女性４名） 

 

人が元気 

＜４ 福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会の開催＞ 

・ロードレースもよかったが鳥獣害被害が多く、大会当日に出てこないよう協

力をしていた。サルも多い地域。ネットを張っていてもハクビシンも学習を

して野菜を食べられた。 

 

＜１ 結の心あふれる人づくり＞ 

・いろんな行事を小学校や中学校に対して任されるが、公民館や地域が主体と

なって、学校ありきではなく地域と一体となって運営するようなことも必要

では。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 小学校、中学校でのイベントが多く、負担が学校の先生にかかるこ

とが多い。負担を分散できるよう公民館と協力したりといったことも考えら

れたらということだと思う。日頃、学校に立ち寄って子どもさん、お孫さん

の様子を見に行かれたり、見守り活動をすることを通じてコミュニケーショ

ンが生まれたりすると思うが、このようなことはあるか。 

・小学校の連合体育大会を見に行ったが、子どもの数が少ない。テント１張り

に子どもが全員入っていた。昔では考えられない。 

 

 

産業が元気 

＜１６ 人にやさしい道路環境の創出＞ 

・歩道と車道の境の雑草の背丈が高く、歩こうにも歩けるような状態ではない。

ツルが出ており足が引っかかり、景観も悪い。草刈り、除草を徹底していた

だけると良い。 

市 道路の管理については国、県、市など管轄する主体による。あまりにひど

いところについては所管に連絡いただけると対応いただけると思う。ただ、

山からツルが伸びているなどの場合などは土地の所有者の方にご協力いただ

きたいこともある。一番身近なのは市役所なので、まずは相談いただければ。

公民館に相談いただいてもよいと思う。 
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＜１９ 高度情報化の推進＞ 

・便利になるのは良いが、子どもが機器を使いすぎると考える能力が育たなく

なる、目が悪くなるといった点から推進には反対。子どものうちは自然に触

れ合わせ、機器に触れるのはもっと大きくなってからで良いと考えている。 

 

＜２１ 雪に強いまちづくり＞ 

・道路の除雪は満足している。ただ地域ぐるみの屋根雪おろしに困っている。

高齢者の家の玄関前の除雪、屋根雪おろしも地区の方が行なっているが、高

齢化で人夫が集まりにくくなっている。また、市の補助も安い。この間のよ

うに豪雪になると業者に頼んでもなかなか来てもらえない。地域で除雪して

ほしいと言われても困っている。市に行なって欲しいが市も大変そう。何か

良い方法はないかと思っている。 

市 除雪ボランティアの募集は行なっているが、登録される都会の若者には危

なくて屋根には登らせられない。除雪業者の名簿はあるが、豪雪の際は混み

合っていてなかなか来てもらえない状況ということも承知している。市の立

場からは、できれば地域の中でも助け合っていただくこともお願いしたい。 

 

 

自然が元気 

＜３３ 良好なふるさと景観の形成＞ 

・４０年前に高山や萩、倉敷に行って良い景観で、大野市もこうなったらよい

と感じたが、大野がやろうとしていることは、遅れているのでは。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 大野市の風景で好きなところは。 

・五箇地区の打波川の花桃、秋は紅葉、刈込池の景色がよい。 

 

＜３２ 快適な生活環境の保全＞ 

・中部縦貫の建設により、水源地になっている山が削られ、水量が減少すると

ともに、水質が悪くなって飲めなくなった。 

 

 

行財政改革 

＜３６ 市民総参加・協働型の市政の推進＞ 
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・市も県もパブリックコメントを実施しているが、一般には浸透していない。

特に高齢者などインターネット環境がないような方はどうやって意見を発信

できるのか、この辺りの救済を市に考えてもらいたい。 

市 パブリックコメントについて、メールで送る方法以外に、公民館や市役所

に計画などの現物を設置し、意見をいただくという方法も残している。パブ

リックコメントの件数は、関心ごとによって差がある状況。例えば学校再編

については意見が多く集まるなど、関心ごとによりけりとも思っている。 

 

・大野市の人口が減っている中、市議会議員さんも検討されているということ

だが、議員定数、職員定数も減っていいのかなという思いもある。職員定数

については、昔でいう手作業が減っている分、減ってもいいのかなと思うが、

仕事内容は広範囲になり増えているとも聞く。この辺りの管理について、税

金を支払う市民の立場から、もっと見えるようになると良いと思う。 

 

＜３５ 人口減少対策と地方創生の推進＞ 

・「安心して子どもを生み育てられる環境づくり」とあるが、学校がどんどん少

なくなり、これからの子どもは周りに友達がいなくなり不安。 

 

＜３８ 健全な行財政の推進＞ 

・小中学校の統廃合、文化会館の新築など箱物を作らなければならないとは思

うが、財政が不安。 
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  地区 WS のなかで意見集約の参考とするため、第五次大野市総合計画に掲載

されている３８の基本施策を用いて、普段の生活を通した『肌感覚』で、「満足・

賛成」「不満・反対」「提案・意見あり」のいずれに感じているかを、会場に設置

したシートにシールを貼っていただきました。 

内容を取りまとめた結果は以下のとおりです。 

※参加された方にシールを貼っていただいたものをまとめたものですので、 

地区全体の意見というわけではございません。また、参加された方が全ての

項目についてシールを貼られたものではございません。 
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１ 結の心あふれる人づくり 

２ 豊かな心を育てる文化力の育成 

３ 活力あふれるスポーツ社会の実現 

４ 福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気

大会の開催 

５ 共に力を合わせるふるさとづくり 

６ 高齢者の安全安心の確保と社会参加の促進 

７ 障害のある人への支援 

８ 子どもと子育て家庭への支援 

９ 保健予防と地域医療の推進 

１０ 共に支え合う地域福祉の推進 

１１ 災害に強いまちづくりの推進 

１２ 防災・消防基盤の整備 

１３ 犯罪、事故、消費者被害がないまちづく

りの推進 

人が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 



富田地区・五箇地区ワークショップ 

2019.9.6 

 5 / 7 

 

  

14 

4 

1 

5 

8 

5 

5 

4 

11 

3 

5 

3 

6 

6 

6 

3 

0 

5 

10 

5 

3 

6 

9 

5 

1 

6 

5 

8 

5 

4 

3 

8 

0 

1 

1 

0 

0 

1 

2 

5 

1 

3 

1 

0 

3 

1 

2 

2 

１４ 中部縦貫自動車道の整備促進 

１５ 幹線道路網の整備 

１６ 人にやさしい道路環境の創出 

１７ 快適な生活関連の基盤整備 

１８ 快適な住宅の整備 

１９ 高度情報化の推進 

２０ 公共交通手段の確保 

２１ 雪に強いまちづくり 

２２ 越前おおのブランド戦略の推進 

２３ 越前おおの型農業の推進 

２４ 森林整備の推進と持続可能な林業の 

振興 

２５ 中心市街地の活性化 

２６ 戦略的な観光の推進 

２７ 地域間交流の推進 

２８ 定住の促進 

２９ 雇用の確保と働く環境の整備 

産業が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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３０ 地下水の保全と湧水文化の再生 

３１ 豊かな自然環境の保全と創出 

３２ 快適な生活環境の保全 

３３ 良好なふるさと景観の形成 

３４ 次世代につなぐ持続可能な社会の形成 

自然が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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３５ 人口減少対策と地方創生の推進 

３６ 市民総参加・協働型の市政の推進 

３７ 情報化社会に対応した市政の推進 

３８ 健全な行財政の推進 

行財政改革 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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